
                               」 
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「                    」     教育の情報化   

 

千葉教育 令和元年度 桜 29 

  

 「１人１台環境」時代に向けて 
 

                  県総合教育センターカリキュラム開発部メディア教育担当 

 

１ はじめに 

昨年12月、文部科学省から「GIGAスクール構

想」が発表された。１人１台端末整備及び高速

通信インターネット環境整備という内容であ

るが、一部地方財政で負担する必要はあるもの

の、かなり大きな補助金が計上されている。こ

のようなチャンスはなかなかないと思われる

ので、現在検討中の自治体については、ぜひ予

算をとって整備を進めていただくようお願い

したい。 

 

２ 重要なのは整備後 

実際にこの国の財政支出によってかなり多く

の学校が１人１台端末を実現すると思われる。

しかし、整備することが最終目的であってはな

らない。なぜなら、今回の構想は、来年度から

次々と全面実施される学習指導要領の中で、学

習の基盤となる能力の一つとして明記された

「情報活用能力」の育成に大きくつながるもの

だからである。１人１台端末等の整備後、児童

生徒がそれをどのように活用していくか、を整

備前から具体的に考えていく必要がある。 

 

３ 教員一人一人が指導できるために 

文部科学省が昨年３月に実施した「学校にお

ける教育の情報化の実態等に関する調査」では、

教員のICT活用指導力の「児童生徒のICT活用を

指導する能力」における肯定的回答の割合が千

葉県平均は68.1%で、全国平均（70.2%）より低い

結果となった。児童生徒にICTを活用させる指導

力を付けていくことは喫緊の課題ともいえる。   

では、どうすればよいか。 

まずは、すぐできることから始めてみるとよ

い。例えば、「教室内外で、自分の端末を使って

画像や映像を撮影、記録し、それを大型モニタ

に映してクラスで共有する」、あるいは「各自が

板書を撮ったり、教員が板書を撮ってそれを児

童生徒の端末に一斉送信したりする」。このよう

な使い方をすることで、児童生徒の「思考する

時間の確保」というメリットが期待できる。 

次に、学校組織の中にICT推進委員会のような

組織を編成し、ICTでできること、やるべきこと

を明確にして、教員一人一人がイメージを明確

につかむことが必要である。 

例として、二つ挙げてみる。 

⑴「調べる」「まとめる」「伝える」活動のどこか

でICTを活用する。 

インターネットで必要な資料を収集し、プレ

ゼンテーションソフト等を利用して処理、伝達

する。個別ではなく、グループによる協働学習

で、統一した内容を作り上げる方法もある。  

⑵ICT活用による学習の個別最適化を図る。 

自分のペースで課題に取り組んだり、児童生

徒の発音を判定できるソフトで個別に練習した

りするときに有効である。また、家庭学習で活

用できるようにすれば、今回のように何らかの

理由で休校になったときも、児童生徒の学習機

会の確保につながる。   

 

４ おわりに 

「１人１台環境」に対応できるようにするた

め、本センターでは次の研修を新設した。 

⑴高等学校ICT活用研修（推薦） 

⑵１人１台端末活用フォーラム（希望･12/5） 

上記以外にも、「ICTを活用した授業づくり研

修」、「iPadを活用した授業づくり研修」等で、１

人１台環境に対応する内容を学ぶことができる。

積極的に参加し、大いにスキルを磨いていただ

きたい。 

                               」 
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